
市
内
の
希
望
す
る
場
所
か
ら

場
所
へ
１
人
１
乗
車
３
０
０
円

で
送
迎
す
る
予
約
型
で
乗
合
方

式
の
公
共
の
乗
り
物
「
雪
舟
く

ん
」
の
本
格
運
行
を
４
月
１
日
、

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

利
用
者
数
は
徐
々
に
増
え
、

１２
月
に
は
１
日
平
均
２
２
１
人

が
乗
車
。
買
い
物
や
通
院
な
ど

の
外
出
で
、
市
民
の
身
近
な
交

通
手
段
し
て
定
着
し
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
量
販
店
や
銀
行
な

ど
６
事
業
所
が
、
待
合
所
の
設

置
や
予
約
の
代
行
な
ど
で
運
行

を
支
援
。
好
調
な
利
用
の
追
い

風
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
公
共
交
通
と
し
て
他

の
自
治
体
か
ら
も
注
目
さ
れ
て

い
る
「
雪
舟
く
ん
」。
市
で
は
現

在
、
さ
ら
に
利
用
し
や
す
く
す

る
た
め
、
制
度
の
見
直
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。

5｜ふるさとだより総社 第７号 ふるさとだより総社 第７号｜4

総
社
の
観
光
と
そ
の
魅
力
を

学
ぶ
「
総
社
観
光
大
学
」
を
８

月
２２
日
か
ら
２６
日
ま
で
の
５
日

間
、
岡
山
県
立
大
学
を
主
会
場

に
開
講
し
ま
し
た
。

民
俗
学
者
の
神
崎
宣
武
さ
ん

が
「
古
代
吉
備
の
ロ
マ
ン
学
」

を
テ
ー
マ
に
、
見
て
・
食
べ

て
・
体
験
す
る
２０
の
講
義
を
設

定
。
鬼
ノ
城
や
備
中
国
分
寺
、

宝
福
寺
の
歴
史
遺
産
を
は
じ

め
、
座
禅
、
備
中
神
楽
、
精
進

料
理
、
総
社
の
歴
史
な
ど
へ
の

理
解
を
深
め
る
内
容
で
し
た
。

東
京
や
千
葉
、
山
口
な
ど
を

含
む
市
内
外
か
ら
２７
人
が
受

講
。
総
社
の
観
光
の
魅
力
を
伝

え
広
め
る
伝
道
師
と
し
て
の
活

躍
を
期
待
し
、
修
了
し
た
２４
人

に
は
、
観
光
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の

称
号
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
学
は
、
総
社
の
観
光

の
あ
り
方
を
協
議
し
た
総
社
観

光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
平
成
２２
年

３
月
、
市
に
提
出
し
た
報
告
書

で
示
し
た
提
言
の
一
つ
。
総
社

の
観
光
を
体
験
し
た
人
の
言
葉

に
よ
っ
て
、
総
社
へ
の
観
光
客

を
増
や
し
て
い
こ
う
と
考
え
ら

れ
た
も
の
で
す
。

総社観光大学をプロデュースした神崎宣武さん
の講義を熱心に聞く受講生

賃金を受け取り
働ける雇用型の福
祉就労施設として
のお弁当屋「憩い
の店芳

ほう

純
じゅん

」。写真は
お弁当の盛り付け
をする芳純の社員

地
産
地
消
の
推
進
を
掲
げ
、

そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
学
校
給

食
で
の
市
内
産
の
農
産
物
使
用

率
３５
％
（
重
量
ベ
ー
ス
）
を
目
標

に
設
定
し
、
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

市
で
は
、
作
付
け
計
画
や
集

荷
・
出
荷
体
制
な
ど
を
所
掌
す

る
団
体
と
し
て
３
月
２２
日
、

「
そ
う
じ
ゃ
「
地
・
食
べ
」
委
員

会
」
を
設
置
。
夏
ま
で
に
作
付

け
計
画
を
ま
と
め
ま
し
た
。
８

月
以
降
、
こ
の
生
産
に
賛
同
し
、

市
か
ら
認
定
を
受
け
た
農
家
が

秋
冬
に
収
穫
す
る
野
菜
の
栽
培

を
開
始
。
現
在
、
収
穫
し
た
キ

ャ
ベ
ツ
や
ハ
ク
サ
イ
、
ダ
イ
コ

ン
な
ど
が
学
校
給
食
の
献
立
で

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

農
産
物
の
集
荷
と
給
食
調
理

場
へ
の
納
入
は
、
同
委
員
会
に

属
す
る
農
業
公
社
き
び
の
里
が

担
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
地
産
地
消

だ
け
で
な
く
、
小
規
模
農
家
の

生
産
意
欲
向
上
や
、
遊
休
農
地

の
活
用
な
ど
の
効
果
も
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

農業公社きびの里から委託を受けた就労移行支援事業所「わくわくハンド・ベル」の
利用者が、学校給食へ供給される野菜を栽培。障がい者千人雇用と「地・食べ」の両方
の側面をもつ取り組みとなっている

学校給食用のキャベツを収穫する生産者

▼
地
産
地
消
の
推
進｢

地
・
食
べ｣

学
校
給
食
に
市
内
産
の
農
産
物
を

障がい者千人雇用×地・食べ

142

165
175

189
179

210

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

（人）

202 208

■雪舟くんの１日平均乗車数

221

▼
総
社
市
新
生
活
交
通｢

雪
舟
く
ん｣

買
い
物
や
通
院
で
活
況

障がい者千人雇用×地・食べ

▼
障
が
い
者
千
人
雇
用

５
年
で
１
０
０
０
人

障がい者千人雇用×地・食べ

市
で
は
、
５
年
先
ま
で
に
１

０
０
０
人
を
目
標
に
し
、
障
が

い
が
あ
る
人
の
就
労
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

５
月
１２
日
に
発
足
し
た
推
進

機
関
の
障
が
い
者
千
人
雇
用
委

員
会
は
８
月
３０
日
、「
事
業
主

や
市
民
に
理
解
と
協
力
を
求

め
、
雇
用
の
開
拓
を
」
な
ど
と

す
る
中
間
報
告
を
市
に
提
出
。

示
さ
れ
た
指
針
を
取
り
組
み
の

基
本
に
据
え
て
い
ま
す
。

推
進
の
取
り
組
み
と
し
て
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
総
社
と
７
月
１

日
か
ら
協
働
で
、
就
労
相
談
を

う
け
る
就
労
支
援
ル
ー
ム
を
運

営
。
１０
月
に
は
、
事
業
主
へ
の

協
力
要
請
を
行
う
総
社
商
工
会

議
所
、
雇
用
の
場
を
提
供
す
る

倉
敷
平
成
病
院
と
、
雇
用
推
進

の
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

ま
た
、
障
が
い
者
が
働
く
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
弁
当
屋
な

ど
が
市
内
に
オ
ー
プ
ン
し
、
接

客
や
販
売
な
ど
に
一
生
懸
命
に

働
く
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

１日平均の利用者数は、４月が
１４２人で、以後ほぼ右肩上がり
で増え、９月以降は毎月２００人
以上となっています。

総社観光大学

観光の伝道師を育成

障がい者千人雇用×地・食べ

総総
社社
流流
でで
自自
立立
しし
たた
市市
をを
つつ
くく
っっ
てて
いい
くく

総社観光大学の受講生。鬼ノ城西門前で

障がい者千人雇用×地・食べ障がい者千人雇用×地・食べ


